
造材

本数 材積
伐倒
方法

伐倒数量
（本/ha） 生産量

平均集
材距離

平均横
取距離

生産量
平均運
材距離
ｋｍ

生産
量

山元
巻立

山元
概算

最終
生産

山元
巻立

山元
概算

最終
生産

新設 修理

スギ 1,417 1,181.60

ヒノキ

3.05 1,417 1,181.60 940 940

（Ｃ材） (290) (290)

スギ 824 689.55

ヒノキ 111 19.40

10.84 935 708.95 550 550

（Ｃ材） (170) (170)

2,352 1,890.55 1,490 1,490

（Ｃ材） (460) (460)

郡
山
森
林
事
務
所

１
号
物
件

１
伐
区

２
伐
区

計

145

スギ
540

ヒノキ
10

― ―- 中 348 323 0.93 フォワーダ2007へ1外 複層伐 水源 ｽﾋ複 - 中10.84 58外 34 18

スギ
940

― ―246 全木

計

2007へ外 複層伐 水源 ｽﾋ複 ―
スギ
940

246 ―

列状 ―

スギ
540

ヒノキ
10

145 ―

中 中 374 355 0.95 フォワーダ- 3.05 68外 34 18 -

集材
方式

スパン
距離・
搬出路
距離

林　分　条　件 作　業　条　件

合計

Ｃ材等未利用材
伐木 集材 運材

販売方法

生
産
群
・
施
業
群

保
安
林
種
別

面積 林齢

森林作業道

備考
林
地
傾
斜

下
層
植
生

ｈａ当り
立木
一本
当り
材積

本数 材積
平均
樹高

平均
胸高

物件
番号

伐区 林小班

伐
採
種

機
能
類
型

製　　品　　生　　産　　事　　業　　請　　負　　条　　件　　調　　査　　書
単位：量ｍ3、距離ｍ・ｋｍ、本

樹種

立木材積
適
用
利
用
率

10 450 - 160 68010 1,470 -13.89



つる本数 伐採数量 植栽本数

開始 期限 (本/ha） (本/ha） （本）

　 郡山 地拵 ① いちき串木野市 伏木 2007 へ 1.83 1.83
　契約締結日
の翌日から

令和8年
3月13日まで

中 中 機械 機械地拵 車通勤 16.4 － － －

〃 〃 2007 へ 0.53 0.53

〃 〃 2007 へ 1 0.69 0.69

〃 〃 2007 へ 1 0.56 0.56

〃 〃 2007 と 0.70 0.70

④ 〃 〃 2007 へ 1 0.72 0.72 〃 〃 緩 中 〃 〃 〃 17.0 － － －

小計 5.03 5.03

植付 ① いちき串木野市 伏木 2007 へ R7 1.83 1.83
　契約締結日
の翌日から

令和8年
3月13日まで

中 中 人力 普通方形植 車通勤 16.4 － － 3,700

〃 〃 2007 へ R7 0.53 0.53

〃 〃 2007 へ 1 R7 0.69 0.69

〃 〃 2007 へ 1 R7 0.56 0.56

〃 〃 2007 と R7 0.70 0.70

④ 〃 〃 2007 へ 1 R7 0.72 0.72 〃 〃 緩 中 〃 〃 〃 17.0 － － 1,500

小計 5.03 5.03 10,300

10.06 10.06 10,300 ｽｷﾞｺﾝﾃﾅ苗 10,300

【留意事項】

　　　

2,500

－ － 2,600

②

③

②

③ 〃 〃

〃 16.4

－ －

〃 16.8

－ －

16.4

16.8

中

－

－ － －

〃

〃

〃

〃

〃

作業条件
控除面
積(ｈａ)

中

中 中

中 中

〃

〃 〃

人員輸送
距離(km)

品名 数量

３．植生等の条件は、作業地における植生等の難易度を示すものである。

４．つる本数、伐倒本数は標準地調査による目安本数である。

物　　件　　明　　細　　書

 植生等
の状況

作業種 市町村

１．林令は植栽年度を1年とした累積年である。

森　 林
事務所

国有林名 林小班伐採区域

中

５．作業着手は事業計画書の承認後となる。

２．傾斜区分は、３１度以上：急、２１～３０度：中、２０度以下：緩である。

植栽
年度

区域面
積(ｈａ)

中

1

契約面積
(ｈａ・m)

履行期間
林分条件

傾斜

有

（苗木の詳細は別添特約事
項内訳書による）

使用材料(契約者購入）

作業形態
作業区分

（下刈年次）
通勤形態

〃 〃

〃 〃

物件番号

１．作業内訳

合　　　計 契約面積（ha)

〃 〃

〃 〃


